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今月の主な紙面
行政改革大綱まとまる……………②～④

むらのあっちからこっちから　……⑤～⑧

お知らせ……・…………・…・………⑨～⑪

みんなの広場・……………・…・…………⑩

カレンダー…・…・…………・……………⑫

　　　すばらしいの一言

　4月28日に行われた「つくし祭」、沖縄県

仲里村の若者の熱のこもった「創作太鼓」

に感動／

この広報紙は、再生

紙を使っています。



2

　
村
で
は
、
昭
和
六
十
年
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
以
来
、
行
政

全
般
に
つ
い
て
数
々
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
地
方
分
権
推

進
へ
の
気
運
が
高
ま
る
中
、
少
子
、
人
口
減
に
よ
り
急
激
に
進
む
高
齢
化
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
国
際
化
、
高
度
情
報
化
に
よ
る
住
民
二
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
当
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
諸
々
の
行
財
政
課
題
や
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ

ム
を
目
指
し
て
行
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
は
、
振
興
会
を
単
位
に
行
わ
れ
た
広
聴

会
に
よ
る
住
民
の
意
見
、
職
員
の
意
見
や
改
革
推
進
委
員
会
の
提
言
を
受

け
、
中
里
村
行
政
改
革
本
部
長
（
中
里
村
長
）
か
ら
行
政
改
革
推
進
委
員

会
（
住
民
代
表
六
名
、
議
会
代
表
二
名
、
職
員
代
表
二
名
）
に
諮
問
さ
れ
、

答
申
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
と
ま
り
ま
し
た
「
中
里
村
行
政
改
革
大
綱
」

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
改
革
大
綱
が
本
部
長
に
手
渡
さ
れ
る

　
今
日
、
地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
に
は
極
め
て
厳
し
い
中
、
村
自

ら
が
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

確
立
の
た
め
に
、
行
政
運
営
全
般
に

わ
た
る
総
点
検
を
行
い
、
明
確
な
指

針
の
も
と
に
抜
本
的
な
改
革
を
推
進

す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
た
め
、
村
の

行
政
改
革
推
進
の
指
針
を
示
す
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
中
里
村
の
自

主
的
、
主
体
的
な
行
政
改
革
の
一
層

の
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
、
住
民
の
自
立
を
促
す
行
政
展
開

　
住
民
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
行
政

需
要
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
行

政
の
肥
大
化
は
、
家
庭
や
地
域
の
自

治
に
委
ね
る
べ
き
も
の
ま
で
行
政
が

関
わ
り
、
こ
れ
が
住
民
の
自
治
意
識

衰
退
を
助
長
し
て
い
ま
す
。
行
政
需

要
の
増
大
は
、
財
政
の
硬
直
化
と
住

民
負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
自
治
・
自
立
意
識

を
養
う
た
め
の
行
政
展
開
を
進
め
て

行
き
ま
す
。

二
、
求
め
ら
れ
る
職
員
の
意
識
改
革

　
役
場
職
員
は
「
変
革
の
時
代
」
に

あ
る
地
方
自
治
の
重
要
性
を
自
覚
し

自
己
研
鐙
と
常
に
問
題
意
識
を
持
ち

創
造
性
の
あ
る
事
務
執
行
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
豊
か
で
活
力
あ

る
村
を
目
指
し
、
職
員
の
意
識
改
革

と
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
行
財
政

運
営
シ
ス
テ
ム
を
地
方
分
権
の
推
進

に
合
わ
せ
て
構
築
し
て
行
き
ま
す
。

三
、
行
政
改
革
の
恒
常
的
推
進
と
住

　
　
民
サ
ー
ビ
ス

　
行
政
改
革
は
一
過
性
の
改
革
で
な

く
、
常
日
頃
の
改
善
の
積
み
重
ね
を

大
切
に
し
、
継
続
し
て
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
改
革
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
配
慮
し
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
て
行
き
ま
す
。

四
、
簡
素
で
合
理
的
な
行
政
運
営
と

　
　
必
要
施
策
の
推
進

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
で
財
政

の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
財
源
の
有

効
活
用
、
行
政
の
役
割
を
見
極
め
た

施
策
の
選
択
、
村
の
行
政
規
模
に
応

じ
た
合
理
的
な
事
務
事
業
を
行
い
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
改
革
は
縮
減
の
み
を

進
め
る
も
の
で
な
く
、
ム
ダ
を
排
除

し
整
理
合
理
化
す
べ
き
と
こ
ろ
は
勇

断
を
持
っ
て
合
理
化
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

　
次
に
行
政
改
革
の
基
本
的
な
方
策

は
、
図
1
に
示
し
た
と
お
り
で
す
が
、

当
面
の
措
置
事
項
と
し
て
平
成
8
年

度
か
ら
原
則
と
し
て
5
年
間
を
目
途

に
次
の
改
革
項
目
に
つ
い
て
実
施
し

ま
す
。

【
事
務
事
業
の
見
直
し
】

一
、
拡
大
す
る
役
場
事
務
の
適
正
な

　
　
執
行

・
職
員
の
意
識
改
革
は
、
常
に
問
題

意
識
を
も
ち
、
住
民
の
た
め
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
姿
勢
を
も
ち

自
己
研
鐙
に
努
め
ま
す
。

・
事
務
事
業
の
廃
止
・
新
設
の
徹
底

は
、
住
民
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
事

務
事
業
の
統
廃
合
、
縮
小
を
進
め
る

と
と
も
に
、
住
民
の
た
め
の
新
た
な

行
政
需
要
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

・
行
政
需
要
の
拡
大
抑
制
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
の
自
治
意
識
の
高
揚

を
進
め
て
行
き
ま
す
。

二
、
行
政
の
公
平
さ
、
透
明
性
の
確

　
　
保

・
行
政
手
続
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
行

政
運
営
の
公
平
、
透
明
性
の
確
保
を

進
め
て
行
き
ま
す
。

・
職
員
に
行
政
手
続
法
の
目
的
を
十

分
に
理
解
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

・
審
査
基
準
、
標
準
処
理
期
間
等
に

つ
い
て
見
直
し
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

三
、
民
間
委
託
事
務
事
業
の
検
討

・
現
在
行
わ
れ
て
い
る
委
託
事
務
事

業
を
新
た
に
策
定
し
た
基
準
に
照
ら

し
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
委
託
先

の
統
廃
合
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

・
新
た
に
委
託
を
進
め
る
こ
と
の
可

能
な
事
務
事
業
の
洗
い
だ
し
を
行
っ

て
行
き
ま
す
。

四
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化

・
団
体
育
成
を
目
的
と
し
た
村
単
独

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
育
成
目
的
を

達
成
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
再
検
討
を
行
な
い
、
助
成
の
終
期

を
設
定
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
補



（1）全事務事業の点検

（2）計画行政と事業の適正な選択

（3〉行政の公平さ、透明性の確保

（4）民間委託事業の検討

（5）広域圏の活用

（6）補助金の整理合理化

事務事業の見直し

事業について絶えず見直しを行い、緊急必要度の高いものを選択し、効率的な事業の実施を図るとともに住民サービス向上

の観点から事務手続きの簡素化、効率化を進める。

（1〉組織機構の見直し

（2）外郭団体の見直し

図1

2．組織機構の見直し

時代に即応した組織・機構を構築していかなければならないことから、組織機構全般の総点検を行い時代にふさわしい組織

機構のありかたについて検討を加え見直しを進める。

3．職員の定員管理　　　　　　　（1）定員管理の適正化

　　　　及び給与の適正化　　　　（2）給与の適正化

　職員の定員増加をもたらす施策等の見直しを行い、適正な定員管理を推進し、あわせて給与制度の運用の適正化を進める。

4．効果的な行政運営と　　　　　（濯）職員参加による行政運営

　　職員の能力開発の推進　　臼　（2〉政策形成能力を高める職員研修

　　行政運営に一層の工夫が求められるとともに時代の変化に対応する人材の育成が必要である。行政運営のプロセスの改善と

　　長期的視点にたった職員の能力開発等を進める。

5。行政の情報化の推進等　　　　　1）OA機器の導入整備

　　による行政サービスの向上

　　高度情報通僑技術の活用によ塑行政の効率化丸高度化を図拳とともに、行政サービスの迅速かつ適時、適切な提供を進める。

6．公共施設の設置　　　　　　　（1〉施設整備のあり方

　　　　　　及び管理運営　　　　（2）施設管理のあり方

　公共施設の整備溺進められる中、効率的、効果的な施設の設置及び管理を進める。

議会においても、機能に十分留意して、自主的に組織・運営の合理化を検討し、

住民に開かれた議会溶動を展開できるように働ぎかける。

助
団
体
の
事
務
を
役
場
が
取
り
扱
う

こ
と
は
育
成
目
的
か
ら
逸
脱
す
る
も

の
と
思
わ
れ
、
役
場
事
務
の
肥
大
化

を
招
く
も
の
で
速
や
か
に
改
善
し
て

行
き
ま
す
。

・
事
業
に
対
す
る
補
助
金
は
、
団
体

等
が
行
う
事
業
及
び
事
務
に
つ
い
て

経
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
行

う
も
の
で
す
。
住
民
へ
の
公
平
性
の

確
保
か
ら
地
域
の
実
状
、
経
済
状
態

を
勘
案
し
事
業
種
類
別
に
助
成
基
準

を
要
綱
等
で
明
ら
か
に
し
、
助
成
を

行
っ
て
行
き
ま
す
。

五
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

・
行
政
情
報
の
公
開
を
可
能
に
す
る

統
一
的
で
整
然
と
し
た
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
構
築
の
決
め
手
と
な
る
内
部
体
制

整
備
と
し
て
、
職
員
の
文
書
に
対
す

る
意
識
改
革
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

【
組
織
機
構
の
見
直
し
】

蘭
、
組
織
機
構
の
見
直
し

・
組
織
機
構
の
見
直
し
、
各
課
所
掌

事
務
の
見
直
し
及
び
事
務
量
に
応
じ

た
職
員
配
置
に
つ
い
て
、
早
急
に
専

門
機
関
へ
の
コ
ン
サ
ル
委
託
を
行
い

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　
助
役
を
中
心
と
し
た
総
合
調
整
機

能
の
確
立
。
企
画
財
政
部
局
の
整
備
。

緊
急
的
、
動
態
組
織
（
室
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
の
設
置
体
制
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

　
　
　
　
ノ

ニ
、
住
民
意
見
の
反
映
手
法
に
つ
い

　
　
て

・
村
が
住
民
二
ー
ズ
を
全
村
民
か
ら

広
く
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し

て
、
「
陳
情
」
を
「
要
望
聴
取
会
」
と

名
称
を
改
め
行
っ
て
行
き
ま
す
。

　
ま
た
、
村
に
お
い
て
は
、
緊
急
的

か
つ
重
要
な
「
要
望
」
以
外
は
対
応

を
控
え
て
行
き
ま
す
。
要
望
聴
取
会

は
全
集
落
を
対
象
と
し
集
落
単
位
と

振
興
会
単
位
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と

と
し
、
開
催
は
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
年
一
回
程
度
行
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
要
望
書
は
文
書
で
要

望
聴
取
会
開
催
前
に
あ
ら
か
じ
め
村

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

三
、
審
議
会
・
委
員
会
の
整
理
統
合

　
　
廃
止

・
次
の
審
議
会
、
委
員
会
に
つ
い
て

委
員
等
の
構
成
の
改
善
、
委
員
数
の

削
減
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
改
善
、

削
減
に
あ
っ
て
は
審
議
会
の
所
掌
課

に
お
い
て
検
討
し
、
条
例
等
規
定
の

改
正
を
進
め
な
が
ら
委
員
等
の
任
期

に
あ
わ
せ
て
改
め
て
行
き
ま
す
。

　
防
犯
協
会
、
交
通
安
全
対
策
協
議

会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、

土
地
保
有
審
議
会
、
民
生
児
童
委
員

推
進
委
員
会
、
保
育
所
運
営
委
員
会
、

国
民
健
康
保
険
運
営
委
員
会
、
健
康

づ
く
リ
推
進
協
議
会
、
簡
易
水
道
運

営
委
員
会
、
下
水
道
審
議
会
、
温
泉

懇
話
会
、
地
方
産
業
育
成
資
金
融
資
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委
員
会
、
結
婚
相
談
員
、
奨
学
資
金

貸
付
審
査
委
員
会
、
社
会
教
育
委
員
、

公
民
館
運
営
委
員
会
、
文
化
財
調
査

審
議
委
員
会
、
学
校
週
5
日
制
推
進

委
員
会

四
、
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
改
善

・
セ
ッ
ト
事
業
等
大
型
新
規
事
業
は
、

関
係
課
の
連
絡
調
整
を
密
に
す
る
た

め
、
事
業
調
整
会
議
を
設
け
、
会
議

の
検
討
を
得
て
行
う
よ
う
に
し
て
行

き
ま
す
。
会
議
は
企
画
担
当
課
が
主

管
し
事
業
内
容
に
関
係
す
る
課
の
担

当
者
等
で
構
成
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

・
動
態
的
組
織
を
弾
力
的
か
つ
機
動

的
に
活
用
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
「
室
」
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
け

て
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
行
き
ま

す
。
ま
た
、
任
命
さ
れ
た
者
の
事
務

量
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
目
的
を
達

成
し
た
と
き
は
速
や
か
に
解
散
し
て

い
き
ま
す
。

【
職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
】

一
、
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
く
適
正

　
　
化

・
今
後
も
継
続
し
て
適
正
な
定
員
管

理
計
画
を
作
成
し
実
行
し
て
い
く
こ

と
と
し
計
画
実
行
に
は
次
の
事
項
に

留
意
し
て
行
き
ま
す
。

　
廃
止
、
新
規
に
よ
る
事
業
の
見
直

し
。
事
務
事
業
の
民
間
委
託
へ
の
推

進
。
施
設
の
統
廃
合
。
公
務
能
率
の

向
上
。

【
効
果
的
な
行
政
運
営
と
職
員
の
能

力
開
発
の
推
進
】

一
、
政
策
形
成
能
力
を
高
め
る
職
員

　
　
研
修
の
推
進

・
若
手
職
員
の
人
事
異
動
を
進
め
、

O
J
T
の
推
進
と
そ
の
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

・
職
員
提
案
制
度
の
継
続
と
行
政
運

営
へ
の
採
用
を
進
め
ま
す
。

・
職
員
が
希
望
す
る
研
修
参
加
へ
対

応
を
進
め
ま
す
。

・
専
門
知
識
養
成
の
た
め
の
研
修
と
、

民
間
研
修
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

二
、
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
　
推
進

・
社
会
の
奉
仕
者
た
る
職
員
は
、
積

極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
や
仲

間
と
の
交
流
、
学
習
を
と
お
し
て
職

員
と
し
て
自
己
研
鎖
に
努
め
て
行
く

よ
う
に
し
ま
す
。

【
行
政
の
情
報
の
推
進
等
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
】

一
、
O
A
機
器
の
導
入
整
備
促
進

・
財
務
会
計
処
理
機
器
更
新
時
に
合

わ
せ
て
、
財
務
会
計
機
器
、
住
民
基

本
台
帳
関
係
機
器
及
び
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
整
備
に
あ
っ
て
は
、
民
間
に
電
算

処
理
の
委
託
し
て
い
る
も
の
を
自
己

処
理
方
式
へ
の
切
り
替
え
、
又
、
財

産
台
帳
、
農
家
台
帳
な
ど
新
た
に
電

算
化
を
進
め
る
も
の
を
検
討
し
て
行

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
期
に
O
A

機
器
導
入
整
備
検
討
組
織
を
設
け
て

行
き
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営
】

一
、
小
学
校
の
統
合

・
学
校
の
統
廃
合
は
、
児
童
を
中
心

に
多
角
的
に
検
討
を
加
え
、
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

て
行
き
ま
す
。

二
、
保
育
所
の
整
理
統
合
計
画
策
定

・
早
朝
、
夜
問
保
育
な
ど
保
育
環
境

へ
の
住
民
意
識
の
高
ま
り
か
ら
保
育

所
の
整
備
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

・
保
育
所
の
統
廃
合
に
は
住
民
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
整
備
目
標
年
度
を
明
確
に

し
整
備
計
画
を
早
期
に
策
定
し
て
行

く
よ
う
に
し
ま
す
。

・
地
域
別
に
指
定
さ
れ
て
行
わ
れ
て

い
る
保
育
所
別
措
置
を
検
討
し
、
全

保
育
所
を
対
象
に
希
望
申
込
み
に
よ

り
措
置
を
行
う
な
ど
、
統
廃
合
に
向

け
た
対
策
を
講
じ
て
行
き
ま
す
。

三
、
倉
俣
診
療
所
の
取
り
扱
い

・
当
該
地
域
の
医
療
機
関
と
し
て
の

機
能
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
全
村
を

対
象
と
し
た
保
健
衛
生
活
動
に
取
り

組
む
拠
点
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
議
　
　
会
】

一
、
議
員
定
数

・
住
民
の
政
治
へ
の
意
識
変
化
と
行

政
へ
の
よ
り
積
極
的
な
参
加
を
年
頭

に
お
き
な
が
ら
、
単
に
定
員
減
数
と

い
う
流
れ
に
同
ず
る
こ
と
な
く
、
民

意
を
行
政
に
反
映
で
き
る
議
員
定
数

を
議
員
各
位
か
ら
の
自
発
的
な
発
案

に
よ
り
、
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

改
薦
搬
雛
癒
警
理

　
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
大
綱
の
効
果
的
な
推

進
と
適
正
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
次
の
点
に
留
意
し
管
理
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。

一
、
住
民
等
へ
の
公
表

　
給
与
の
公
表
、
財
政
状
況
の
公
表

監
査
委
員
に
よ
る
結
果
の
公
表
に
加

え
、
行
政
改
革
の
進
行
状
況
に
つ
い

て
も
公
表
を
行
い
、
公
表
結
果
に
対

す
る
住
民
の
意
見
等
を
将
来
の
行
財

政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

二
、
職
員
へ
の
周
知
徹
底

　
行
政
改
革
を
直
接
的
に
行
う
の
は

職
員
で
あ
り
逃
す
べ
て
の
職
員
が
行

政
改
革
の
重
要
性
を
認
識
し
、
改
革

項
目
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
職
員
に
行
政
改
革
大

綱
の
周
知
徹
底
を
進
め
ま
す
。

三
、
行
政
改
革
推
進
本
部
の
活
用

　
推
進
本
部
員
及
び
事
務
局
は
、
適

宜
に
行
政
改
革
大
綱
の
推
進
状
況
を

調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
推
進
本
部

会
議
の
招
集
を
本
部
長
に
要
請
し
、

　
本
部
長
は
行
政
改
革
推
進
委
員
会

に
定
期
的
に
推
進
状
況
を
報
告
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。

四
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
開
催

　
行
政
改
革
の
進
行
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、
適
宜
に
委
員
会
を
開
催
し

必
要
に
応
じ
て
本
部
に
助
言
等
を
行

な
っ
て
行
く
よ
う
に
し
ま
す
。

8
．

　
4
0
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鱗
　
騨騨匿

おめでとう新成人のみなさん／
　
5
月
3
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
九

、
十
二
名
（
男
四
十
七
名
・
女
　
四
十
五

名
）
で
式
に
出
席
さ
れ
た
方
は
七
十
三
名

で
し
た
。

　
式
典
で
は
山
本
村
長
が
「
こ
れ
か
ら
多

く
の
人
と
出
会
い
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
生
き
て

い
く
喜
び
、
生
き
が
い
、
出
会
い
を
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
上
村
県
議
、
齋
喜
村

議
会
議
長
、
藤
田
教
育
委
員
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
成
人
を
代
表
し
て
鈴
木
朝

子
さ
ん
が
「
こ
う
し
て
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
の
は
、
両
親
、
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
視

野
を
広
げ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
母
校
の
中
里
中
学
校
に
行
き
、

在
校
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
大
口
先
生
、

涌
井
先
生
を
囲
み
な
が
ら
ク
ラ
ス
ご
と
に

記
念
撮
影
や
先
生
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
脇
に
桜
の
木
の

記
念
植
樹
を
行
い
、
自
分
た
ち
で
企
画
し

た
成
人
式
を
一
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

レ
式
辞
を
述
べ
る
山
本
村
長

〈
謝
辞
を
述
べ
る
鈴
木
朝
子
さ
ん

〈
中
里
中
学
校
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
！

〃ん

▲大きく育ってね！

平成8年5月10日広報なかさと5



▲司会をする大島さん

”
沖
縄
民
謡
を
堪
能
し
ま
し
た
ー

　
4
月
2
8
日
㈲
、
中
里
村
芸
能
協
会

（
会
長
高
木
成
子
）
主
催
に
よ
る
第

五
回
「
つ
く
し
祭
」
が
ユ
ー
モ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
つ
く
し
祭
に
は
、
交
流
を

続
け
て
い
る
沖
縄
県
仲
里
村
よ
り
一

行
三
十
四
名
の
久
米
島
仲
里
村
文
化

協
会
の
方
々
を
迎
え
、
沖
縄
の
芸
能

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
に
最
高
の
約

七
〇
〇
人
の
観
客
が
集
ま
り
、
歌
や

踊
り
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
特
別
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た

「
琉
球
民
俗
芸
能
の
祭
典
」
で
は
、

琉
球
舞
踊
、
古
典
音
楽
、
創
作
太
鼓

等
が
披
露
さ
れ
、
南
国
、
仲
里
村
の

伝
統
文
化
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
当
村
の
「
妻
有

盆
唄
」
、
沖
縄
の
「
カ
チ
ャ
ー
シ
ャ
」

が
行
わ
れ
、
「
カ
チ
ャ
ー
シ
ャ
」
で
は

観
客
の
皆
さ
ん
も
総
立
ち
で
踊
り
を

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

灘

ハ
0
1



　
4
月
1
9
日
樹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
村
政
事
務
嘱
託

員
会
議
の
席
に
お
い
て
村
政
功
労
者
六
名
の
方
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
自
治
功
労
で
南
雲
宗
司
さ
ん
、
服
部
十

三
男
さ
ん
、
大
島
昭
三
さ
ん
。
産
業
振
興
功
労
で
藤
田
正
重
さ

ん
。
社
会
福
祉
功
労
で
藤
田
義
一
さ
ん
と
山
本
ケ
ン
さ
ん
で
す
。

自
治
功
労
の
南
雲
さ
ん
は
昭
和
5
0
年
1
1
月
2
0
日
か
ら
平
成
7
年

n
月
1
9
日
ま
で
の
4
期
1
6
年
、
服
部
さ
ん
と
大
島
さ
ん
は
昭
和

58
年
1
1
月
2
0
日
か
ら
平
成
7
年
1
1
月
1
9
日
ま
で
の
3
期
1
2
年
、

そ
れ
ぞ
れ
村
会
議
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
振
興
の
藤
田
さ
ん
は
昭
和
3
2
年
に
藤
田
木
材
を
設
立
、

平
成
4
年
に
㈱
サ
ン
ウ
ッ
ド
に
社
名
変
更
。
こ
の
間
「
木
造
住

宅
合
理
化
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
取
組
み
認
定
を
受
け
、
ま
た
、

新
潟
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
十
日
町
支
部
長
な
ど
を
歴
任
す

る
な
ど
、
地
域
の
産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
功
　
縫

労
の
藤
田
さ
ん

は
民
生
委
員
と

し
て
昭
和
5
8
年

12

月
よ
り
平
成

7
年
11
月
ま
で

12

年
間
、
同
じ

く
民
生
委
員
と

し
て
，
山
本
さ
ん

は
昭
和
4
9
年
1
2

月
よ
り
平
成
7

年
11
月
ま
で
の

21

年
問
、
社
会

福
祉
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

灘
灘
罐

夢
一
一
一
一
踊
ロ
　
　
奨
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侮
」

麟
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
目
、
－
『
＝

一
』
‘

｛
　
　
4
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
“
臨
F
』
シ
門
田
團
「

服

　
　
　
　
　

　
　
灘
織
饗
、

紹
懸、

講
描

　
　
　
燃
驚

　
蓬
美
象
黙
、
　
猷
、
．

　
鎮
　
．
議

　
　
　
難
≧
．

　
　
蹴
　
、

　
　
鑛
雛
、
、
縣
－

　
　
∞
簾
灘
、

　
　
毒
灘
　
　
，

受

奮

掌

麓舶

、奪

．
難

裟照

献

講
　
繍
　
撚

　
　
購

　
　
繊

干
六
百
人
が
参
加
1

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
4
月
2
9
日
（
み

ど
り
の
日
）
に
、
大
河
信
濃
川
に
沿

っ
て
歩
く
「
第
九
回
信
濃
川
河
岸
段

丘
ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、
4
コ
ー

ス
に
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
に
お
よ
そ

千
六
百
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
4
コ
ー
ス
の
内
、
当
村
の
田
沢
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
発
す
る
B
コ

ー
ス
（
四
十
二
㎞
）
に
は
家
族
連
れ

な
ど
九
十
三
名
の
方
が
参
加
し
、
ゴ

ー
ル
地
点
の
小
千
谷
市
総
合
産
業
会

館
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
を
目
指
し
て
出

発
し
、
途
中
、
あ
ち
こ
ち
で
満
開
と

な
っ
た
桜
を
見
な
が
ら
、
ま
た
、
残

雪
の
あ
る
山
々
に
芽
を
吹
き
始
め
た

新
緑
を
見
な
が
ら
思
い
思
い
に
歩
い

て
い
ま
し
た
。

騨
・
．
鞭

　
．
■
鱈

七
ツ
釜
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ
バ
且
ク
オ
ー
プ
ン

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
半
の
初

日
の
5
月
3
日
、
七
ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
し
、
約
五

〇
〇
人
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
つ
り
放
題
と
い
う
こ
と
で

釣
り
糸
を
た
れ
て
い
る
釣
人
は
、
ニ

ジ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
の
大
物

に
い
ど
ん
で
で
い
ま
し
た
。

　
釣
人
に
「
釣
れ
て
い
ま
す
か
」
と

尋
ね
て
み
た
ら
「
昨
年
は
、
冒
な
か
な

か
釣
れ
な
か
っ
た
が
今
年
は
、
結
構
、

釣
れ
て
い
ま
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
竿
の
先
み
る
真
剣
な
顔
に

も
「
よ
し
、
よ
し
」
と
感
じ
る
顔
が

見
え
て
い
ま
し
た
。

騰

⑥
．
　
オ

Z
o
。
。敏

遙黙
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桜
が
満
開
と
な
っ
た

　
　
　
　
黄
桜
の
丘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
響
き
わ
た
る

　
み
ど
り
の
日
の
4
月
2
9
日
、
桜
の

花
が
満
開
と
な
っ
た
黄
桜
の
丘
（
宮

中
）
に
お
い
て
、
第
十
回
を
迎
え
た

黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
（
短
歌
発
表
会
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
十
回
を
迎
え
た
記
念
と
な

る
短
歌
の
作
品
に
は
、
六
十
七
人
、

百
六
十
七
首
が
寄
せ
ら
れ
、
村
長
賞

に
田
中
の
滝
沢
ノ
ブ
さ
ん
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
賞
作
品
が
貝
野
吟
詠
会

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
声
た
か
ら
か
に

歌
わ
ら
れ
、
集
ま
っ
た
約
七
十
人
の

方
々
も
十
年
間
の
思
い
を
胸
に
静
か

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
さ
れ
た
方
々
の
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

“
．
対
長
賞

　
　
田
　
中
　
　
滝
沢
　
ノ
ブ

花
に
酔
ひ
朗
詠
に
酔
ひ
し

　
　
黄
桜
の
祭
り
重
ね
て
十
年
の
春

・
観
光
協
会
長
賞

　
　
荒
　
屋
　
　
杉
谷
　
ミ
サ

大
雪
の
重
み
に
折
れ
し
黄
桜
の

　
　
　
　
傾
き
な
が
ら
蒼
ふ
く
ら
む

・
特
選
賞

　
　
山
崎
　
　
廣
田
　
ま
つ

黄
桜
の
根
方
に
雪
の
消
え
初
め
て

　
　
春
の
い
の
ち
の
日
ご
と
膨
ら
む

・
特
選
賞

　
　
津
南
町
　
　
島
田
　
羊
子

訪
い
し
日
の
か
た
み
桜
の
押
花
を

　
み
れ
ば
浮
か
び
来
歌
碑
た
て
る
丘

・
特
選
賞

　
　
重
　
地
　
　
鈴
木
　
一
正

段
丘
を
走
る
車
窓
に
見
え
か
く
れ

　
　
　
黄
桜
の
丘
ほ
の
ぼ
の
と
見
ゆ

・
入
賞

　
　
十
日
町
市
　
小
林
満
寿
子

黄
桜
の
花
を
恋
い
来
て
此
の
丘
に

　
　
　
迎
へ
ら
れ
た
り
満
開
の
今
日

・
入
賞

　
　
十
日
町
市
　
高
橋
み
ゆ
き

風
の
矢
大
川
に
向
き
散
る
花
の

　
　
か
ぎ
り
な
く
し
て
渦
巻
き
流
る

・
入
賞

　
　
津
南
町
　
　
鈴
木
綾
子

宮
中
の
堰
堤
の
樹
も
黄
桜
の
丘
も

　
　
　
　
濡
ら
し
て
霧
立
ち
の
ぼ
る

・
入
賞

　
　
松
代
町
　
　
石
野
、
勝

黄
桜
の
丘
の
日
ざ
し
を
額
に
受
け

　
　
　
歌
の
朗
詠
目
を
閉
じ
て
聴
く

・
入
賞

　
　
通
り
山
　
　
樋
口
　
満
子

九
十
歳
の
節
く
れ
立
ち
し
手
を

　
　
取
り
て
桜
を
見
せ
ん
黄
桜
の
丘

・
入
賞

　
　
湯
沢
町
　
　
山
崎
ふ
じ
の

雪
解
け
の
川
音
荒
く
宮
中
の

　
　
　
　
丘
の
黄
桜
花
芽
ふ
く
ら
む

・
入
賞

　
　
新
屋
敷
　
　
阿
部
キ
ョ
イ

黄
桜
の
ま
つ
り
に
出
づ
る
を

楽
し
み
の
一
つ
と
な
し
て
病
癒
せ
り

・
入
賞

　
　
津
南
町
　
　
風
巻
　
京
子

黄
桜
の
歌
詠
む
丘
に
招
か
れ
て

　
　
　
再
会
の
手
を
高
く
ふ
り
あ
ふ

選
　
者

柳
　
　
照
雄
先
生

小
海
ヨ
ネ
子
先
生

桂
の
服
部
辰
勇
さ
ん

　
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
の
春
の
交
通

安
全
運
動
期
間
中
の
8
日
に
桂
の
服

部
辰
勇
さ
ん
が
一
日
交
通
課
長
の
委

嘱
を
受
け
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
服
部
さ
ん
は
九
十
二
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
現
役
で
原
付
バ

イ
ク
を
運
転
し
て
お
り
、
免
許
取
得

後
、
こ
れ
ま
で
無
事
故
無
違
反
で
す
。

　
服
部
さ
ん
は
、
十
日
町
警
察
署
に

お
い
て
行
わ
れ
た
一
日
交
通
課
長
委

嘱
状
交
付
式
に
出
席
し
、
金
子
十
日

町
警
察
署
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
上
村
病
院
の

ご
協
力
を
得
て
、
待
合
室
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
、
「
出
か
け
る
と
き
は
事
故
を

日
交
通
課
長
に
委
嘱
さ
れ
る

起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
と
肝
に
銘

じ
、
帰
っ
て
き
た
ら
手
を
合
わ
せ
バ

イ
ク
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
交
通

安
全
の
秘
訣
を
話
し
た
り
、
ま
た
、

譲燃鵜騨醐

▲委嘱状を受ける服部さん

待
合
室
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
マ
ス

コ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲上村病院で交通安全の秘訣を話す
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最
近
特
に
被
害
の
目
立
つ
悪
質
商

法
の
手
口
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
と

対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
電
話
勧
誘
に
よ
る
資
格
商
法
〉

　
国
家
資
格
試
験
の
講
習
会
な
ど
を

行
っ
て
い
る
業
者
が
、
中
小
企
業
の

経
営
者
な
ど
を
だ
ま
し
た
ケ
ー
ス
。

将
来
、
国
家
資
格
に
な
る
予
定
も
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
話
で
「
近

く
国
家
資
格
と
な
る
。
今
回
に
限
り

講
習
を
受
講
す
れ
ば
簡
単
に
資
格
が

取
れ
、
月
々
2
0
万
の
副
収
入
が
得
ら

れ
る
」
な
ど
と
偽
っ
て
講
座
の
受
講

を
勧
誘
し
、
受
講
料
を
だ
ま
し
取
っ

て
い
た
。

（
対
策
）

　
公
的
機
関
や
紛
ら
わ
し
い
名
称
を

使
っ
て
「
昇
進
に
有
利
」
な
ど
と
電

話
で
勧
誘
し
、
契
約
さ
せ
て
し
ま
う

商
法
で
す
。
た
と
え
電
話
で
も
契
約

は
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
自

分
に
と
っ
て
不
必
要
と
思
っ
た
ら
、
、

は
っ
き
り
と
「
受
講
す
る
気
は
あ
り

ま
せ
ん
！
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。
「
い

い
で
す
」
「
結
構
で
す
」
と
い
っ
た
、

あ
い
ま
い
な
返
事
は
禁
物
で
す
。

〈
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
＆

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
〉

　
路
上
を
通
行
中
の
若
者
な
ど
に
「
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
を
半
額
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
会
員
権
は
い
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
声
を
か
け
、
ほ
と
ん
ど
使
い
も
の

に
な
ら
な
い
会
員
権
売
り
つ
け
て
い

た
。
ま
た
、
2
0
代
の
若
い
男
性
の
自

◎
　　国罵華金の繊くみ篭

　　教莞羅窯だ選“。

●サラリーマンも公務員も

　みんな国民年金の加入者

　厚生年金や共済組合に加入している人は、下図のように厚生

年金や共済年金を基礎年金に上乗せして支給することになって

います。

　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

＿自営業などの人＿i←第2号被保険者i←厚生年金加入者＿i＿共済組合加入者＿

　　　　　　　　1の被扶養配偶者→：　　　　　　　　：
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

第1号被保険者i第3号被保険者1　　　第2号被保険者
　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

宅
に
女
性
の
甘
い
声
で
電
話
を
か
け
、

デ
ー
ト
な
ど
の
約
束
を
取
り
つ
け
て

呼
び
出
し
、
言
葉
巧
み
に
業
者
の
営

業
所
に
連
れ
込
ん
だ
あ
と
、
数
人
の

男
性
社
員
が
取
り
囲
ん
で
高
額
な
貴

金
属
な
ど
を
無
理
や
り
購
入
さ
せ
て

い
た
。

（
対
策
）

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
は
、
繁
華
街

を
歩
い
て
い
る
人
に
声
を
か
け
、
そ

の
場
か
、
あ
る
い
は
事
務
所
ま
で
連

れ
て
い
き
、
化
粧
品
や
指
輪
な
ど
を

売
り
つ
け
る
商
法
で
す
。
ま
た
、
ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
は
、
電

話
で
相
手
を
誘
い
出
し
、
教
材
や
ビ

デ
オ
ソ
フ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
売

り
つ
け
る
商
法
で
す
。
い
っ
た
ん
事

務
所
な
ど
に
行
っ
て
し
ま
う
と
断
る

こ
と
が
非
常
に
難
し
い
の
で
、
安
易

な
誘
い
に
は
の
ら
な
い
こ
と
が
肝
心

で
す
。
万
が
｝
契
約
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
契
約
書
を
必
ず
受
け
取
る

こ
と
。
訪
問
販
売
法
の
適
用
と
な
る

場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

を
利
用
し
て
解
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
期
目
　
6
月
2
日
㈹

◆
会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

◆
目
程

　
　
受
付
8
H
O
O
～
8
3
0

　
　
車
検
8
　
0
0
～
8
　
4
0

　
　
開
講
式
　
9
　
3
0
～
9
　
4
5

　
　
講
、
義
9
　
50～
1
1
　
5
0

　
　
ゲ
ー
ム
　
ー
2
　
0
0
～
1
2
　
2
0

　
　
総
評
1
2
H
2
0
～
1
2
3
0

　
　
昼
食
1
2
．
3
0
～
1
3
■
3
0

　
　
解
散
　
1
3
H
3
0

◆
内
容

・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
駐
車
場
に
て
、

C
A
T
、
S
ク
ラ
ブ
員
講
師
に
よ
る

模
擬
走
行
及
び
講
義
受
講
を
行
な
い

ま
す
。
（
円
周
走
行
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
体

験
、
フ
ル
ブ
レ
ー
キ
体
験
等
）

・
交
通
問
題
な
ど
の
○
×
ゲ
ー
ム
を

行
な
い
ま
す
。

◆
参
加
車
輌

　
ナ
ン
バ
ー
付
き
車
輌
と
し
、
普
通

車
、
軽
自
動
車
と
す
る
。

◆
参
加
料

　
一
名
に
つ
き
一
、
○
○
○
円

◆
参
加
者
が
用
意
す
る
も
の

・
マ
イ
カ
ー
、
お
に
ぎ
り
（
昼
食
）
、
筆

記
用
具
、
雨
具
、
ガ
ム
テ
ー
プ
、
ゴ

ミ
袋
。

◆
参
加
申
込
み

　
役
場
総
務
課
ま
た
は
、
新
潟
日
報

販
売
店
、
自
動
車
販
売
会
社
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
自
動
車
修
理
工
場

◆
申
込
締
切

　
　
5
月
27
日
㈲
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

糖
霧

嚢．鵯旛錨．）⑭

老
轟
鍛
纏
鍵

　
　
　
　
　
灘
灘
穫
療

”
老
人
保
健
医
療

　
　
　
正
し
く
理
解
し

　
　
　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う
一

　
老
人
保
健
の
加
入
資
格

　
老
人
保
健
法
で
医
療
が
う
け
ら
れ

る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
7
0
歳
以
上
の
人

　
国
民
健
康
保
険
、
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
が
、

70

歳
以
上
に
な
っ
た
と
き
。

■
6
5
歳
以
上
の
寝
た
き
り
な
ど
の
人

　
国
民
健
康
保
険
、
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
で
、

65

歳
以
上
の
寝
た
き
り
な
ど
の
人
で

す
。
な
お
、
寝
た
き
り
な
ど
の
人
と

は
、
あ
ら
か
じ
め
役
場
担
当
窓
口
に

届
け
出
て
村
長
の
認
定
を
受
け
た
人

に
限
り
ま
す
。

動
が
た
の
の
　
　
お
つ

　
雪
出
家
　
　
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

気
特
て
す

　
　
・
く
で
本
す
あ
体

　
と
た
う
　
　
で
　
　
を

外
こ
出
よ
　
　
う

　
の
　
　
　
　
そ
や

中
　
　
外
な
ね
だ
　
　
し

　
る
　
　
が

家
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
お

　
て
今
よ

き
　
　
た
し
　
　
好
田

　
廻
　
　
て
　
　
　
お
し

大
き
肖
く
中
が

　
老
人
保
健
医
療
の
資
格
は
、
70
歳

の
誕
生
日
の
属
す
る
月
、
ま
た
は
、

寝
た
き
り
な
ど
の
人
の
認
定
を
受
け

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
開
始

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が

月
の
初
日
で
あ
る
場
合
は
そ
の
月
か

ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

【
例
】

　
7
0
歳
の
誕
生
日
が
5
月
1
日
な
ら

5
月
か
ら
開
始
。

　
7
0
歳
の
誕
生
日
が
5
月
2
日
な
ら

6
月
か
ら
開
始
。

老
人
保
健
嚢
診
療
牲

　
　
　
　
　
　
　
嚢
難
灘
と
き

　
役
場
の
担
当
窓
口
へ
資
格
取
得
の

届
出
を
す
る
と
医
療
受
給
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
は
、
健
康
手
帳
と
医
療
受
給

者
証
、
加
入
し
て
い
る
保
険
証
を
医

療
機
関
に
提
示
し
て
診
療
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
窓
ロ
で
支
払
う
一
部
負
担
金

　
病
気
や
け
が
で
お
医
者
さ
ん
の
診

円円

る、税

各診齢

負
療
総

歯科で

担する

療
を
受
け
た
と
き
は
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
次
の
一

部
負
担
を
支
払
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

■
入
院
時
の
食
事
代

　
入
院
時
の
食
事
に
つ
い

て
は
、
他
の
療
養
に
か
か
る

医
療
費
と
は
別
枠
で
、
左
表

の
よ
う
に
定
額
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己
負
担

一　般　獺　入　者 1日 600円

住民税

難課税

世帯等

醐圏ま羅の戴薩 1日 450円
舗臼を越鑑る蒸院
纒塞腿懸飼の熟騰田数｝

1日 300円

住髭税灘課税撞帯等羅霧齢

福1雛蕪i金をう麟難1講巻澱
1日 200円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
は

　
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
の

　
担
当
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
。

医
療
費
灘
遮
繊
纒

　
　
　
理
灘
麟
雛
麟
よ
う

　
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

た
と
き
の
医
療
費
は
、
国
・
県
・
村
・

各
医
療
保
険
間
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
医
療
費
は
、
い
わ
ゆ
る
若

年
被
保
険
者
の
医
療
費
の
数
倍
も
か
か

る
と
い
う
現
状
で
す
か
ら
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
医
療
費
の
総
量
が

増
え
て
い
く
こ
と
は
さ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
医
療
費
が
な
ぜ

増
え
る
の
か
、
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
．

る
も
の
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

①
病
気
楼
饗
懸
鰯
薬
・
嚢
診
鞭
難

　
趨
麟
鱒

㊧
戴
識
病
懸
鰹
の
爆
獲
の
病
気
難

　
多
麟
。
，

㊥
戴
院
期
聞
懸
長
期
騰
糖
難
壌
騨

、
響
憐
。

　
こ
の
よ
う
な
要
因
を
さ
け
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
若
年
時
か
ら

の
健
康
管
理
を
心
が
け
、
健
康
で
す

こ
や
か
な
毎
日
を
お
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

医
療
費
灘
鎌
灘
灘

　
　
　
便
鐵
難
灘
搬
鍵
か
条

　
日
ご
ろ
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て

い
て
も
、
病
気
や
ケ
ガ
は
、
予
測
な

し
に
突
然
お
そ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
方
が
安
心
で
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①
家
庭
医
を
も
ぢ
ま
縷
諜
う
。

＠
同
病
気
羅
複
数
の
お
医
者
建
茄

　
に
か
か
る
の
は
や
め
ま
麟
よ
う
。

③
治
療
よ
り
鎌
防
儀
つ
と
め
ま
琶

　
よ
う
。

④
健
康
診
断
を
受
ぽ
る
な
ど
．
健

　
康
チ
歪
ッ
ク
を
じ
ま
じ
諜
う
。

⑤
医
療
費
に
関
顧
を
艦
巻
ま
繊
講

　
う
。
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森
纏
磁
俄
操
滑
3
ヤ

ヲ
嚥
俄
採
緩
囲
害
‘

出
ー
奮
．
撫
灘
灘

　
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
立
木
を
伐

採
す
る
と
き
は
「
伐
採
届
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
無
届
で
の
伐
採
は
罰
せ
ら
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
の
対
象
森
林

’
地
域
森
林
計
画
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
民
有
林
。

◆
届
出
の
時
期

　
普
通
林
の
場
合
、
伐
採
の
3
0
日
前

ま
で

　
ま
た
、
保
安
林
の
立
木
伐
採
に
つ

き
ま
し
て
は
、
伐
採
許
可
申
請
（
協
議
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
皆
伐
の

場
合
は
、
受
付
期
間
が
年
四
回
限
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
時
期
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
皆
伐

　
　
許
可
申
請
の
受
付
期
間

　
　
　
2
月
、
6
月
、
9
月
、
1
2
月

　
　
伐
採
届
出
の
時
期

　
　
　
伐
採
の
2
週
間
前
ま
で

参
考

　
｝
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
に
つ

き
ま
し
て
は
、
林
地
開
発
に
か
か
る

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
農
林
課
　
林
政
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
内
線
2
2
4
）

新
潟
鑛
鱗
難
学
校

教
員
標
願
選
欝
撰
査

に
）
い
て

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
新
潟

県
の
教
員
を
志
望
す
る
意
欲
の
あ
る

優
秀
な
人
材
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

◆
出
願
の
所
定
用
紙
は
、
次
の
場
所

に
お
い
て
直
接
交
付
い
た
し
ま
す
。

〒
9
5
0
1
7
0

　
新
潟
市
新
光
町
4
－
1

・
新
潟
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
管
理

　
係

・
新
潟
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

　
管
理
係

　
郵
送
で
の
請
求
は
、
返
信
用
封
筒

に
（
角
形
2
号
に
一
九
〇
円
切
手
を

は
り
、
郵
便
番
号
、
宛
先
明
記
）
を

同
封
し
、
封
筒
の
裏
に
「
教
育
採
用

志
願
書
類
請
求
」
と
朱
書
し
て
前
記

宛
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
場
所
で
も
直
接
交
付

い
た
し
ま
す
が
郵
送
に
は
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
　
・
上
越
教
育
事
務
所

　
　
・
中
越
教
育
事
務
所

　
　
・
下
越
教
育
事
務
所

　
　
・
新
潟
県
東
京
事
務
所

　
　
・
新
潟
県
大
阪
事
務
所

　
出
願
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は

群／千原岳糸、翠｝上山

雛｛村山恵嬰子｝田沢

轡／樋・簸｝通り山

儲／村山讐美肇｝宮中

もも｛山田鑑｝下山

｛村山　 勤　程　島
南雲郁子　十日町市

｛南雲博文　堀之内
高橋美由紀　長岡市

｛山岸由秀　芋　沢
五十川里香　川西町

｛古高　悟朴木沢新田
臼　井　和　子　　神奈川県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

．
島
繋
沢
熱
．
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
申

大島シゲノ（85）芋川新田

志田フミヨ（85）荒屋
高橋安太郎（86）宮　中
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

次
の
と
こ
ろ
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
．
中
学
校
教
員
、
養
護
教
員
出

　
願
者

新
潟
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
管
理
係

鱈
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
3
8
5
6
・
3
8
5
7
）

◆
高
等
学
校
教
員
出
願
者

新
潟
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課
管

理
係

智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
3
8
7
9
・
3
8
8
0
）

犬
Q
騙
灘
耀
騰
欝
灘
矯
は

始
末
ー
霧
灘
謙
講
騨

　
最
近
、
犬
の
「
ふ
ん
」
に
よ
る
苦

情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
の

際
は
「
ふ
ん
」
の
後
始
末
の
用
具
を

携
帯
し
、
「
ふ
ん
」
自
体
は
紙
で
包
み

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
「
ふ
ん
」
を
そ
の
ま
ま
川
に

流
す
人
が
い
ま
す
が
、
下
流
の
人
が

大
変
迷
惑
で
す
。
犬
の
「
ふ
ん
」
は

不
衛
生
な
だ
け
で
な
く
、
人
の
健
康

を
害
す
る
寄
生
虫
の
卵
を
含
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
の
健
康
を

守
る
た
め
に
も
飼
い
主
は
責
任
を
持

つ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

十
厩
磁
繕
鐵
高
校

　
　
『
裳
糠
雛
灘
鐙
座
』

　
　
　
　
　
蕎
顧
灘
饗
集

◆
講
座
名

　
　
花
の
バ
イ
オ
技
術
基
礎
講
座

◆
目
時

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
6
月
1
日
　
7
月
6
日

　
　
9
月
7
日
、
1
0
月
5
日

　
　
1
1
月
2
日

　
い
づ
れ
も
、
午
後
1
時
～
5
時

◆
場
所

　
十
日
町
総
合
高
校

　
　
　
　
　
　
生
物
工
学
実
習
室

◆
実
施
内
容
．

　
　
ユ
リ
、
ラ
ン
な
ど
草
花
の
組
織

　
培
養
に
よ
る
増
殖

◆
参
加
費
　
五
〇
〇
円
（
五
回
分
）

◆
申
込
み

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
で
申
込
み
下

さ
い
。
　
十
日
町
市
高
山
4
6
r
番

地
　
十
日
町
総
合
高
校
「
学
校
開
放

講
座
」
係
ま
で

　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　瀟　　　　　　餓　　　　灘　　　灘　瀟鐵

●交通事故件数　　　5件

●死　　者　　　　O人

●傷　　者　　　　8人

●死亡事故ゼロ1，265日

平成8年5月10日広報なかさと11



顯

　5月15目～6月5目

カレンタ“一

15㈱

日本脳炎　合保健センター
014：00～15：00受付
生活環境講座　合総合センター
（D19：30～21：30
補聴器相談（リオン）　合役場
（D13：45～14：00

16休）
’ポリオ生ワクチン　合保健センター
（914：00～15：00受付
成分献血　合総合センター
（99：30～10：30・9：30～10：30受付

17（金）

レクゲーム研修会　合総合センター
∈）19：30～21：30

心配ごと相談（山田虎一）　倉デイサービス
センター　（∋13：30～16：00

19（日）

バードウォッチング　合七ツ釜駐車場
∈）5：00集合

ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
∈）11：00～11：50

21（火）
遊ぴ教室　合総合センター
（99：30～10：00受付

英会話初心者教室　合総合センター
（D19：30～21：00

22㈱
生活環境講座　合総合センター
019：30～21：30
補聴器相談（リオン）　合役場
㊦13：45～14：00

24（金）

心配ごと相談（村山篤稔）倉デイサービス
センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
（D11：00～11：50

27（月〉 補聴器相談（キコエ）　合役場
∈）16：00～16：30

28（火）
日本脳炎　合保健センター
㊦14：00～15：00受付
英会話初心者教室　倉総合センター
（D19：30～21：00

29㈱

日本脳炎　倉保健センター
014：00～15：00受付
生活環境講座　合総合センター
㊦19：30～21：30
補聴器相談（リオン）　合役場
（D13：45～14：00

30（木） 日本脳炎　合保健センター
（D14：00～15：00受付

31働

日本脳炎　合保健センター
（D14：00～15：00受付
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
08：00～10：00受付
レクゲーム研修会　合総合センター

（⊃19：30～21：30

心配ごと相談（廣田和子）　合デイサービス
センター　∈）13：30～16：00

1ω 女性いきいきセミナー　合総合センター
∈）19：30～21：30

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
（D11：00～11：50

4（火）
麻しん　合上村病院　（D14：00～14：30受付
英会話初心者教室　合総合センター
㊦19：30～21：00

5ωO
麻しん　合上村病院　（D14：00～14：30受付
補聴器相談（リオン）　合役場
（D13：45～14：00

※変更塗る場合があ嬢ま塗。御罵の際は確認を

　　　　　　　おねが轡します。

　　　　農作業の事故防止
　知っておきたい事故につながる3つの要因

この時期は、田をならす代かきが始まり、苗の運搬、田植えと、忙

しい時期を迎えます。

ところでこの時期は、農作業による死亡事故が毎年多く発生してい

ます。全国で年間350から400件の農作業にかかわる死亡事故がおきて

いますが、そのうち約40％が春の農繁期に集中しています。

◆死亡事故は転落や転倒によるもの

死亡事故は大きく分けて、①農業機械作業によるもの②農業用施設

作業によるもの③それ以外の作業によるものの3つです。

◆安全を確認して作業は無理しない

農作業事故は、①人的要因②環境的要因③機械的要因からなります。

しかし、それぞれが1つで起きる死亡事故は少なく、重なり合って起

きるのです。気を引き締めて、安全を確認して、無理せずに作業をし

ましょう。

⑳富田医院解講1
⑳中条病院蟹罐鴇1
⑳六坪医院解譜謝
㊧大熊内科医院解講1

㊧津南病院饗扇綿
②古藤医院謬南綿
②中条病院蟹箭鴇1

ん
融

加
麟
3
弓
　
　
　
ノ

紘
で
ぞ
）
蓄

ヵ
。
ネ
弘
ヨ
￥
略

」
鮮

幼
雅
團
τ

つ

爺
作
君
の

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
い
か

が
で
し
た
か
…
？

　
雪
消
え
が
遅
か
っ
た
た
め
、
ど

こ
へ
も
行
け
ず
農
作
業
に
精
を
出

し
た
方
、
ま
た
、
家
族
で
ど
こ
か

行
か
れ
た
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
過

ご
し
方
を
な
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
4
月
2
8
日
に
行
わ
れ
た
「
つ
く

、

爵
β
ぢ
か
ら

調
書
宣
ん
』

樗
慧
い
む

し
祭
」
で
は
、
満
員
御
礼
と
な
る

ほ
ど
観
客
が
入
り
、
村
芸
能
協
会

の
皆
さ
ん
の
歌
や
踊
り
、
そ
し
て

沖
縄
県
仲
里
村
の
皆
さ
ん
に
よ
る

沖
縄
芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
に
自
分
は
、
仲
里
村
の
若

者
に
よ
る
創
作
太
鼓
の
あ
の
動
き

と
バ
チ
さ
ば
き
に
は
感
動
す
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

慧
に
？

－
ね
九

豹
か
諭
ε
ん

う　1剛

o　o

ρ　 AA　のφ　　，　，

ン甲欝
r

け由ー
か

号叡
？芝

お

ブナ　　スギ ユ　リ ウグイス

（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

4月末現在
（）は前月比

人ロ男3，325人（±0）女3，323人（＋7）計6，648人（＋7）　世帯数1，633（＋3）

12


